
― 医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。― 

 使用上の注意改訂のお知らせ  
２０１３年１０月 

製造販売元

山形県天童市清池東二丁目 3番 1号 

Ｃａ拮抗性降圧剤 

 
ニカルジピン塩酸塩製剤 

処方せん医薬品（注意－医師等の処方せんにより使用すること） 

 

この度、標記製品の【使用上の注意】を下記のとおりに改訂させて頂きますのでご案内申し上げます。 

 なお、新添付文書を挿入しました製品をお届け致しますまでには若干の日時を要するものと思われます

ので、この点ご了承賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

１．改訂内容 （  部：追記    部：記載整備） 

改 訂 後 改 訂 前 

【使用上の注意】 【使用上の注意】 

3．相互作用 3．相互作用 

本剤は、主として CYP3A4 で代謝される。 ←追記 

併用注意（併用に注意すること） 併用注意（併用に注意すること） 

 薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

 他の血圧降下剤 血圧降下作用が増強
されることがある。 

両剤の薬理学的な
相加作用等によ
る。 

HIV プロテアー
ゼ阻害剤 
サキナビル 
リトナビル等

本剤の AUC が上昇す
ることが予想される。 

肝の薬物代謝酵素
P450 に対する競合
的阻害作用によ
る。 

 β－遮断剤 
プロプラノロ
ール等 

うっ血性心不全患者
では、過度の血圧低
下、心機能の低下があ
らわれることがある。
必要に応じどちらか
を減量又は投与を中
止する。 

両剤の薬理学的な
相加作用による。
(1)血圧降下作用

の増強 
(2)陰性変力作用

の増強 

免疫抑制剤 
シクロスポリ
ン 
タクロリムス
水和物等 

免疫抑制剤の作用を
増強し、中毒症状（特
に腎機能異常）があら
われることがある。ま
た、本剤の作用が増強
され、血圧低下、頻脈
等があらわれること
がある。必要に応じ免
疫抑制剤及び本剤を
減量する。 

肝の薬物代謝酵素
P450 を競合的に抑
制し、免疫抑制剤
あるいは本剤の血
中濃度が上昇す
る。 

 ジゴキシン ジゴキシンの作用を
増強し、中毒症状（嘔
気、嘔吐、めまい、徐
脈、不整脈等）があら
われることがある。必
要に応じジゴキシン
を減量する。 

本剤が、主に腎で
のクリアランスを
減少させ、ジゴキ
シンの血中濃度が
上昇する。 

他の血圧降下剤 血圧降下作用が増強
されることがある。 

両剤の薬理学的な
相加作用等によ
る。 

 ダントロレンナ
トリウム水和物 

他のカルシウム拮抗
剤(ベラパミル等)の
動物実験で心室細動、
循環虚脱がみられた
との報告がある。 

高カリウム血症を
来すと考えられ
る。 

β－遮断剤 
プロプラノロ
ール等 

うっ血性心不全患者
では、過度の血圧低
下、心機能の低下があ
らわれることがある。
必要に応じどちらか
を減量又は投与中止
する。 

両剤の薬理学的な
相加作用による。
(1)血圧降下作用

の増強 
(2)陰性変力作用

の増強 

 タンドスピロン
クエン酸塩 

動物実験で血圧降下
作用が増強されたと
の報告がある。 

タンドスピロンク
エン酸塩は中枢性
の血圧降下作用を
有し、相加的な降
圧作用を示す。 

シメチジン 本剤の作用が増強さ
れ、血圧低下、頻脈等
があらわれることが
ある。必要に応じ本剤
を減量する。 

シメチジンが肝の
薬物代謝酵素 P450
を抑制し、本剤の
血中濃度が上昇す
る。 

  



改 訂 後 改 訂 前 
       

 薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

 ニトログリセリ
ン 

動物実験で房室ブロ
ックを起こしたとの
報告がある。 

機序不明 ジゴキシン ジゴキシンの作用を
増強し、中毒症状（嘔
気、嘔吐、めまい、徐
脈、不整脈等）があら
われることがある。必
要に応じジゴキシン
を減量する。 

本剤が、主に腎で
のクリアランスを
減少させ、ジゴキ
シンの血中濃度が
上昇する。 

 免疫抑制剤 
シクロスポリ
ン 
タクロリムス
水和物等 

免疫抑制剤の作用を
増強し、中毒症状（特
に腎機能異常）があら
われることがある。ま
た、本剤の作用を増強
し、血圧低下、頻脈等
があらわれることが
ある。必要に応じ免疫
抑制剤及び本剤を減
量する。 

本剤あるいは免疫
抑 制 剤 に よ り
CYP3A4 が阻害さ
れ、免疫抑制剤あ
るいは本剤の血中
濃度が上昇する。

フェニトイン (1)フェニトインの作
用を増強し、中毒
症状（神経的）が
あらわれることが
ある。必要に応じ
フェニトインを減
量する。 

(2)本剤の作用が減弱
されることがあ
る。必要に応じ本
剤を増量する。 

(1)本剤の蛋白結
合率が高いた
め、血漿蛋白結
合競合により、
遊離型フェニ
トインが上昇
する。 

(2)フェニトイン
が肝の薬物代
謝酵素 P450 を
誘導し、本剤の
代謝が促進さ
れる。 

 フェニトイン (1)フェニトインの作
用を増強し、中毒
症状（神経的）が
あらわれることが
ある。必要に応じ
フェニトインを減
量する。 

(2)本剤の作用が減弱
されることがあ
る。必要に応じ本
剤を増量する。 

(1)本剤の蛋白結
合率が高いた
め、血漿蛋白結
合競合により、
遊離型フェニ
トインが上昇
する。 

(2)CYP3A4 が誘導
され、本剤の代
謝が促進され
る。 

リファンピシン 本剤の作用が減弱さ
れることがある。必要
に応じ本剤を増量す
る。 

リファンピシンが
肝の薬物代謝酵素
P450 を誘導し、本
剤の代謝が促進さ
れる。 

 リファンピシン 本剤の作用が減弱さ
れることがある。必要
に応じ本剤を増量す
る。 

CYP3A4 が誘導さ
れ、本剤の代謝が
促進される。 

ダントロレンナ
トリウム水和物

他のカルシウム拮抗
剤(ベラパミル等)の
動物実験で心室細動、
循環虚脱がみられた
との報告がある。 

高カリウム血症を
来すと考えられ
る。 

 シメチジン 本剤の作用が増強さ
れ、血圧低下、頻脈等
があらわれることが
ある。必要に応じ本剤
を減量する。 

これらの薬剤によ
りCYP3A4が阻害さ
れ、本剤の血中濃
度が上昇する。 

タンドスピロン
クエン酸塩 

動物実験で血圧降下
作用が増強されたと
の報告がある。 

タンドスピロンク
エン酸塩は中枢性
の血圧降下作用を
有し、相加的な降
圧作用を示す。 

 HIV プロテアー
ゼ阻害剤 
サキナビル 
リトナビル等 

本剤の血中濃度が上
昇し、本剤の作用が増
強されるおそれがあ
る。 

 ニトログリセリ
ン 

動物実験で房室ブロ
ックを起こしたとの
報告がある。 

機序不明 

 グレープフルー
ツジュース 

本剤の作用が増強さ
れるおそれがある。 

グレープフルーツ
ジュースにより
CYP3A4 が阻害さ
れ、本剤の血中濃
度が上昇する。 

グレープフルー
ツジュース 

本剤の作用が増強さ
れるおそれがある。 

グレープフルーツ
ジュースが薬物代
謝酵素P450を抑制
し、本剤の血中濃
度が上昇する。 

  

２．改訂理由 
 ・自主改訂 
 
 
 
 
 
 
 

・今回の改訂内容（記載整備を除く）は、日本製薬団体連合会発行 医薬品安全対策情報（DSU）№224 に掲載される予定です。
・医薬品添付文書改訂情報は、医薬品医療機器情報提供ホームページ（http://www.info.pmda.go.jp/）に最新添付文書並びに医

薬品安全対策情報（DSU）が掲載されます。 
また、弊社ホームページ（http://www.yg-nissin.co.jp/）に最新添付文書が掲載されていますので、併せてご利用下さい。

 


